





























Structural changes in the Chinese rural economy and the labor 




























































8 月 8 日 ~14日に，研究メンバー 6 名が中国内モンゴル赤峰市・巴林右旗において現地調査を実
施した。今回の現地調査は，少数民族地域の巴林右旗大板鎮周辺の半農半牧化農戸を対象に，農家
の生活，生産構造及び所得状況の変化を中心に調査を行った。とくに退耕還林・還草政策及び新農
村建設の諸政策の実施状況，農業産業化，土地流動化及び労働移動(出稼ぎ労働者)の現状と問題
について調査を行った。
なお，現地調査の詳細については本号所収の中国扶貧「移民新村」政策研究班報告を参照。
3.公開国際セミナー開催
中国国内の研究者との情報交換および学術交流のため，中国国内から人民大学の関権教授，日本
国内から桃山学院大学の厳善平教授を招き 11月28日に本学において公開セミナ-I中国における
過剰労働と農民工:ルイスの転換点を越えたかJを開催した。
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